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は  じ  め  に

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、事業所における障害者雇

用及び職場定着を進めるため、雇用管理や職場環境の整備等様々な改善・工

夫を行った障害者雇用職場改善好事例を募集し、優秀な事例を表彰、広く周知

しています。本募集は平成３年度から開始し、近年では年度ごとにテーマを設定

し募集を行っております。

平成２３年度においては、発達障害者の雇用促進と職場定着に向けて創意工夫

を図った好事例を募集いたしました。全国の事業主の皆様から多数のご応募を

いただき、審査員による厳正なる審査の結果、１３事業所の入賞を決定いたしま

した。

このたび、これらの事例を「発達障害者のための職場改善に関する好事例集－

平成２３年度障害者雇用職場改善好事例募集の入賞事例から－」としてご紹介

します。発達障害者の雇用促進と職場定着のためにご活用いただければ幸い

です。

最後に、ご応募いただきました事業主の皆様、そしてご協力いただいた関係機

関・団体等の皆様には改めて感謝申し上げます。

平成２４年２月

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
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平成１７年４月より発達障害者支援法に基づい
た取り組みがスタートしています。
発達障害者支援法では、これまで制度の谷間

におかれていて、必要な支援が届きにくい状態と
なっていた「発達障害」を「自閉症、アスペルガー症
候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠
陥多動性障害その他これに類する脳機能障害で
あってその症状が通常低年齢において発現する
もの」と定義し、支援の対象となりました。
この法律は、「発達障害」のある人が、生まれてか

ら年をとるまで、それぞれのライフステージ(年齢)
にあった適切な支援を受けられる体制を整備する
とともに、この障害が広く国民全体に理解される
ことを目指しています。
それぞれの、障害の特性を表すと、右記のような
図になります。

自閉症とは、「社会性」「コミュニケーション」「想像力」の３つの領域について発達の偏りがある障害です。現れ方や程度は人それぞ
れ異なります。3つの特徴の他、視覚・聴覚・味覚・嗅覚・聴覚における過敏・鈍感といった感覚の障害、靴紐が結べない、スキップや縄
跳びができない等の不器用さ、集中が困難で妨害刺激の影響を受けやすい、多くの刺激から必要な刺激を選択できないといった
注意障害が特徴として見られる場合があります。
社会性の障害の例
　○ 人との関わりに興味を示さない。
　○ 人と関わる場合、対人的な距離が適切にとれず、近すぎたり、距離をとりすぎる。
　○ 集団行動が難しい。
　○ 明文化していないルール、暗黙の了解や常識を直感的に理解することができない。　

コミュニケーションの問題の例
　○ 声量の調整などが難しい。常に大声で話すか小声で話す、早口、一本調子で話す。
　○ 同じ質問を繰り返す、特定の話題ばかり話す、必要以上に事細かに話す、話題が急に飛ぶなど一方的に話し、相手に応じた会
　　話のやり取りが難しい。
　○ 言い回しや比喩、たとえ話や冗談が分からない。曖昧な表現が分からない。
　○ 話の流れや文脈の理解が難しい。話の切り上げ方、間の取り方が分からない、

想像力の問題の例
　○ 一定の手順にこだわり、場所や時間、手順・道順などを変更できない。予定の変更を受け入れがたく、手順やパターンが崩れる
　　と混乱する。
　○ 興味、関心の幅が狭く、興味のあることには集中する一方、興味のないことには極端な無関心を示す。
　○ 部分や細部へのこだわる一方、全体的なパターンを掴む、まとめ上げることは苦手。
　○ 単純に記憶を積み重ねる学習や正確で論理的なことは得意であるが、応用や抽象的で曖昧なことの理解が苦手。

厚生労働省社会・援護局　障害保健福祉部作成
「発達障害の理解のために」より抜粋

発達障害とは

自閉症、アスペルガー症候群、
広汎性発達障害(自閉症スペクトラム)とは

自閉症

アスベルガー症候群

広汎性発達障害

それぞれの障害の特性

注意欠陥多動性障害ADHD
●不注意（集中できない）
●多動・多井（じっとしていられない）
●衝動的に行動する（考えるよりも先に
動く）

学習障害 LD
●「読む」、「書く」、「計算
する」等の能力が、全
体的な知的発達に比
べて極端に苦手

●言語の発達の遅れ
●コミュニケーション力障害
●対人関係・社会性の障害
●パターン化した行動、こだ
わり

●基本的に、言語の発達の遅れはない
●コミュニケーションの障害
●対人関係・社会性の障害
●パターン化した行動
　興味・関心のかたより
●不器用（言語発達に比べて）

知的な遅れを
伴うことも
あります
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発達障害とは

学習障害とは

注意欠陥性多動性障害(ADHD)とは

学習障害は、一般的には、全般的な知的発達の遅れがないにも関わらず、読み書き能力や計算能力などの学習面の能力に限定的
な障害やアンバランスさが見られることを指します。なお、これらは勉強不足からくるものではなく、視空間認知(物の見え方が違
う)ためにくるのではないかと言われています。

読み書きの障害の例
　○ 文字の区別ができない(とりわけ似ている文字)。
　○ 文字を音声に結び付けられない。
　○ うまく文字を書くことができない。
　○ 文字を書いても鏡文字になってしまう。
　○ 句読点が打てない。助詞のつけ方が分からない。

計算の障害の例
　○ 足し算をする際に繰り上がりが分からない。
　○ 数字や図形を正しく写せない。　
　○ 買い物をしてもお釣りの計算ができない。

　アスペルガー症候群は、知的発達に明らかな遅れがなく、自閉症の3つの特徴のうち言語発達の遅れがあまり見られない場合と
されていますが、杓子定規な文法どおりの話し方、理屈や事実関係にこだわり話が細かすぎる、感情表現や言外の意味を読み取る
ことが苦手等の傾向があります。なお、最近は、自閉症、高機能自閉症、アスペルガー症候群、広汎性発達障害等は明確に区分され
るものではないことより、「自閉症スペクトラム」(※スペクトラムとは連続しているという意味)として総称する場合もあります。

注意欠陥性多動性障害は、ケアレスミスが多い、注意散漫といった「不注意」、落ち着きなく動きまわる、じっとしていられないといっ
た「多動性」、せっかち、後先を考えずに飛び出してしまうといった「衝動性」を主な特徴としています。

不注意の例
　○ ケアレスミスをおかす。
　○ 注意を持続することが困難。
　○ 反抗的でも理解できないわけでもないのに指示に従えない。

多動性・衝動性の例
　○ 手足をそわそわ動かし、いすの上でモジモジする。
　○ しゃべりすぎる。
　○ 質問が終わる前に出し抜けに答え始めてしまう。
　○ 順番を待つことが困難である。
　 　他人を妨害し、邪魔する　

（引用文献）
独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構(2011)　
　　　　　　　　 「平成23年版障害者職業生活相談員資格認定講習テキスト」
独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構(2009)「就業支援ハンドブック」
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用語解説事例をお読みになるにあたって

ソーシャルスキルトレーニングのことで、周囲と円滑に付き合っていくために必要な
社会的、対人的な技術のことです。社会的スキルは基本的に学習性のものですので、
新たに学んだり修正することが可能です。

1  SST（エスエスティー）

　多様性、相違点という意味。企業では、人種・国籍・性・年齢を問わずに人材を活用す
ることで、ビジネス環境の変化に柔軟、迅速に対応出来ると考えられています。

7  ダイバーシティ

　企業、社会福祉法人、ＮＰＯ法人、民間教育訓練機関等に委託して、障害者が居住す
る地域において、就職に必要な知識・技能を習得するための公共職業訓練を実施して
います。(訓練期間：３ヶ月（標準）)　

2  障害者委託訓練
（障害者の態様に応じた委託訓練）

　障害者が障害を克服し作業を容易に行うことができるよう配慮された作業施設又
は改造等がなされた作業設備の整備等を行う費用に対する助成金。

3  障害者作業施設設置等
助成金

　５人以上の障害のある従業員が働いている事業所では、「障害者の雇用の促進等
に関する法律」により、厚生労働省が定める資格を有する従業員のうちから障害者職
業生活相談員を選任し、職業生活の相談・指導を行うよう義務づけられています。(各
都道府県の高齢・障害者雇用支援センターで、障害者職業生活相談員の資格認定講
習を実施しています。)

4  障害者職業生活相談員

　既存の職務では対応が困難な場合に、個々の能力に合わせた作業や新たな作業を組
み合わせるなどして、雇用するための職務を創り出すこと。どの職場でも、例えば事務所
では、コピー、シュレッダー作業、清掃作業、郵便物の仕分け・配送、資料のセット、封入な
どやり方がきまった簡単な作業があります。これらの作業は従業員が分散して行ってい
ますが、これを集約し、新しい職務として再構築することで、障害者の職務を創り出すこと
ができます。また、従業員にとっても、本来の職務に専念できるというメリットがあります。

5  職務創出

　知的障害者、精神障害者等の職場適応を容易にするため、職場にジョブコーチを派遣
し、事業所、障害者双方にきめ細かな人的支援を行う制度。ジョブコーチは、地域障害者
職業センターに所属する配置型ジョブコーチと、就労支援ノウハウを有する社会福祉法
人等に所属する第１号ジョブコーチ、事業主が自ら配置する第２号ジョブコーチがいま
す。なお、東京には独自の制度として養成された東京ジョブコーチも配置されています。

6  ジョブコーチ支援
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事業所の職場改善好事例をお読みいただくにあたり、

事例に記載されている支援制度等の用語について、概要をご説明します。

巻末の「支援制度」（P.77）と合わせて参考にしてください。

用語解説

　事業主が障害者の雇用に特別の配慮をした子会社を設立し、一定の要件を満たす
場合には、特例としてその子会社に雇用されている労働者を親会社に雇用されてい
るものとみなして、実雇用率を算定できる制度。事業主にとってのメリットとして、障
害の特性に配慮した仕事の確保・職場環境の整備が容易となり、これにより障害者の
能力を十分に引き出すことができるといったことが挙げられます。

8  特例子会社制度

　発達障害者の中には、音や光、色、触覚などに独特で過剰な敏感さを持っている方
がいます。具体的には、視覚面での過敏・鈍麻(例：蛍光灯が瞬くのが見える、人の顔
が認識出来ない等)、聴覚面での過敏・鈍麻(例：突然の音に弱い、聴覚から入るもの
が覚えられない、似た音をよく聞き間違える等)、嗅覚面での過敏・鈍麻(特定の香水
等の香りが我慢できない、体臭が気になる等)。但し、「感覚過敏・鈍麻」については、
個人差が大きいことが指摘されており、全ての発達障害者に当てはまるわけではあ
りません。

9  感覚過敏

　発達障害者の中で、コミュニケーションが上手く取れずにミスをしたり、場に応じた
対応が取れない等失敗を積み重ねることで、二次的な症状として「また失敗するので
はないか」という不安を持つ場合があります。その状況が高じて、食欲が無くなった
り、睡眠が取れなくなり、うつ状態になる場合もあります。また、失敗を周囲のせいに
して、批判的、攻撃的になり反社会的な行動をとる場合もあります。このような、二次
的な障害を防止するためには、ミスが生じた時の対応が重要です。上手くできている
点を誉めた上で、改善が必要な点について具体的に伝えることが重要です。また、自
分自身を否定されたと感じないよう、強い口調や大きな声で注意することも避けるこ
とが適当です。

10 二次障害

　フラッシュバックとは、過去に体験したことの記憶とともに、そのときと同じ感情が
鮮明によみがえってしまうことを言います。「悲しかった」「苦しかった」「腹がたった」
というマイナスの感情の場合は、不安や恐怖が高まるため、場合によってはパニック
に陥る場合もあります。例えば、自分はミスをしていなくても、職場で他の人がミスを
して叱責されている様子を見ることで、以前自分がミスをして叱られた時の記憶がよ
みがえり、その時感じた嫌な感情を、現在のことのように感じてしまうケースがありま
す。パニックに陥った場合は、落ち着ける空間に移動する、深呼吸する、洗面所で顔を
洗うという対応で落ち着きを取り戻す方法もあります。

11 フラッシュバック


